
 

 

     

  

 

次のステップへ進むために 
校長 山下 智美 

 いよいよ３月を迎えます。１年間のまとめの時期になりました。学校では学習はもちろんのこと、それぞ

れの学年で過ごした１年間でどのくらい成長できたのかを振り返ります。大きく飛躍できたこと、よい思い

出ができたこと等、学校でも大いに認めていきたいと思います。また、子供たちが課題だと思っていること

については今後の手立てや新たな目標を立てるため、学年の最後までしっかり支えていきます。 

 私たち教職員も１年間を振り返る季節です。 

【よく考える子】 

 授業の様子を見に行くと、子供たちはいつも楽しそうに、また一生懸命学習していました。一人でじっく

り考えたり、友達と話し合ったりする姿もよく見かけました。学校評価の児童アンケートでも多くの子供た

ちが意欲的に学習していることが分かりました。私たちも改めて、質のよい授業ができるよう努力し、子供

たちの思いをしっかりくみ取らなければと思っています。 

【助け合う子】  

大塚小の子供たちは本当に優しいです。友達のことを気遣ったり、下学年の面倒をよく見たりしていまし

た。その様子はとても微笑ましく、私たちも優しい気持ちになれました。また、今年度は開校７０周年で、

様々な取組をしてきました。これらについても、子供たちが協力して全校集会を楽しむことができました

し、６年生のおかげで記念式典が素晴らしいものになりました。来賓の皆様からもお褒めの言葉を多くいた

だきました。 

【やりぬく子】 

 子供たちは自分の目標に向かって、意欲的に頑張ってきました。頼もしい限りです。心身共に健康でなけ

れば、何かを成し遂げようとする力は出ません。保護者の皆様がご家庭でもしっかり健康管理をしてくださ

り、時には子供たちの胸の内を聞いて励ましてくださったおかげです。最近では、私は大塚マラソン大会に

とても感動しました。学校内外で練習する子供たち、健康管理をご家庭で続けてくださった保護者の皆様、

公道での実施にあたっては地域の皆様のご協力・・・。そして子供たちは当日、自分の目標を超える勢いで

走り抜きました。何事にも懸命に取り組む子供たちの姿は清々しいと思いますし、自分たちも達成感を味わ

えたはずです。今後も学校でこのような瞬間を、たくさんつくっていきたいと思います。 

 

 １年間、学校へのご理解・ご協力をいただきまして、ありがとうございました。来年度もどうぞよろしく

お願いいたします。 
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＜大塚の窓＞ 

                           図工専科  高松 みき 
 ２月、３年生の図工「みんなでつなげてビー玉コロコロ」では、グループで板に釘を打ち、ビー玉を転が
して遊ぶコースをつくりました。でき上がった後、１年生に紹介し遊んでもらう時間を設けました。３年生
は１年生にルール説明をしたり、やさしく声をかけて案内したりしました。お兄さんお姉さんとしてかっこ
いい姿が見られました。この３年生の姿から、これまでのなかよし班活動で、６年生が自分たちにどう声を
かけてくれていたか、どのように進めていたかなどをしっかり見て学び、受け継いでいることを感じました。 
 ４月から１年間、６年生はクラブ長や委員長、なかよし班の班長、周年では代表としてリーダーシップを
発揮し、学校の中心となり活躍してきました。今、各学年では、卒業する６年生に向け、お祝いの飾りや出
し物、プレゼントを計画しています。６年生をお祝いしたい、ありがとうの気持ちを伝えたいと、様々なア
イデアを出し、準備に練習にと頑張っているところです。 
 「学校」は、様々な子供たちが一緒に生活し、時間を共有しながら、成長しています。子供同士が一緒に
教え合ったり、見合ったり、遊んだりしながら、自分とは違う考え方に出合い、自分だけでは思いつかない
発見をしながら、それぞれの価値を広げていってほしいと思います。 
 ６年生の頑張っている姿・優しい姿は、在校生みんなの心に残り、次の大塚小につながっていくことと思
います。 


